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東京マガジンバンク レッジ 第 5 号の 

刊行にあ  

東京マガジンバンク レッジ 第 5 号 鉄道セク ョンの連続ワー

ク ョップ 中央線 好 。を書く (平成 31 年 1 月 12 日 全 3 回)

の参加者の皆様 作り上げ 記事を一 にま め 都立図書館 ーム ー

ジで公開す ブマガジンです。 

本ワークショップは、沿線情報誌 中央線 好 。マガジン

(編集：株式会社交通新聞社 発行：東日本旅客鉄道株式会社八王子支社)

タイアップし 同誌の編集長及びライターを講師に 招 し 講義や

助言をい 参加者 記事を仕上げ いく いう形で進めまし

。参加者 テーマを決め 必要 取材や ータ収集を行い 誌面構成

を考え 原稿を執筆し 記事を完成させまし 。そ の記事に 中

央線を愛す 熱い思い 溢 います。 

ブマガジンの完成にあ り 講師を 務めく さ 坂原茉莉子氏

松井一恵氏 佐藤さゆり氏に心 り御礼申し上げます。
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連続ワーク ョップ 中央線 好 。を書く  

講師紹介 

坂原
さ

 茉莉子
ま り

氏 

中央線 好 。マガジン 編集長 

2007 年に 株 交通新聞社に入社後  

雑誌 JR 時刻表 散歩の達人 どの編集を歴任 

講師 りひ
の度 中央線 好 。 マガジン の ラボ企画 中央線

好 。を書く を開催い ま 参加者の皆さまに
まし 素敵 記事を仕上げ い あり う いまし
。皆さん 多彩で興味深いテーマを持 寄 課題に取り組んで

く さ ので 講師陣もワクワクし ワーク ョップを楽し
で まし 。 

ま 参加者の皆さん に み出 中央線愛 を感
で のも 今回の企画の大 報酬でし 。中央線 好 。

の読者 にを考え にに興味を持 い を肌で感
で 大変貴重 経験でし 。 

も も 中央線 好 。 マガジン 中央線沿線の街 住
民を げ い いう思いのも に発行さ います。今回 ワー
ク ョップを通 沿線 その周辺 の方々
で をう しく思います。参加者の皆さま ワーク ョップ
で制作しまし 渾身の記事 ひ ひ 読みく さい！ 

坂原
さ

 茉莉子
ま り

氏 
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松井
ま い

 一恵
え

氏 

フ ーライター 編集者
日々街中を歩 料理や食材・店舗・地域・生活情報 ど  

幅広い分野の記事を取材執筆 

講師 りひ

中央線 好 。 にライター し 関わ せ い 早

いもので 4 年目に ります。今回 講座を通 読者の皆さま

話しす 機会に恵ま も大 刺激をい まし 。 

どん メ アも 企画 テーマ 決定 最初の一歩。本誌

もま 企画 決まり 企画に沿 取材対象 情報 ネタ

を出し合います。 を ネタ出し 呼び 私 誌面 くりの

要に 思 い のです 今回参加さ 皆さまの ネタ

にび くり！ ジ テ にあふ 知 い く

く！ もさ に奮闘せ 背筋 伸び 思い し

のです。 

講座 ールしまし 中央線 好 。の 縁を大切に

もどう ろしく 願いい します。 

松井
ま い

 一恵
え

氏 
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佐藤
さ う

 さゆり氏 

フ ーライター
ロー ル雑誌の編集・制作業務に従事後 独立

散歩の達人 珈琲時間 どで記事を執筆 

講師 りひ
講師 いう柄でも く 皆様の 役に立 の 不安

入り混 りまし 初回 皆様に 会いし テーマ
を 聞 し あ 仲間 ん にい ！ 感 を思い出
します。中央線沿線に暮 し 街を愛し やま い仲間 。し
も そ の視点を ん も 初回 闊達に ループで意
見交換す 様子にも驚 さ まし 。 

私 担当し 原稿の書 方 文章量の設定を自由 し
めに 正直 基礎の基礎し 伝えで 思います。そ

でも 読ませ い い 記事 熱意をビ バ 感 ま
し 。記事の であ 伝え 個性豊 に形に
います。 

 書く いろん 人の文章を読み 好 言葉 言い回しを
会得し 書い 書い 書い いく で 自分の文章 で

あ うに 思います。皆様の楽しい記事にま 出会え
のを 心待 にし ります。 

佐藤
さ う

 さゆり氏 
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中央線 原点 

旧飯 町駅 旧万 萬 世橋駅付近を歩く 

飯 町駅 1895 明治 28 武鉄道 現 中央線 起点駅 し 小石川橋通 面し

現 大和ハウ 東京ビ 開設 電化後 電車運転 始発駅 も ました 飯 橋駅開

業後 1933 昭和 8 旅客扱い 1999 成 11 物扱いも廃止さ ました  

飯 橋駅東口 水道橋駅方向 線路南沿いを歩い 約 5分 旧飯 町駅付近 す  

飯 橋駅 起点 った理 飯 町駅入場券写真 当時 物 電車 走行写真

現在 飯 橋 飯 町付近 写真 － 隔世 感 す  

国有化後 1912 明治 45 開設 万世橋駅 関東大震災 猛火 駅舎焼失 建替後

駅舎 弱 新た 開通した総武線 通 い等 縮小さ 東京駅へ 延伸や駅前 市電

通 い等 乗降客数 減少を続け 1943 昭和18 休止 実質 廃止 扱い ました  

秋葉原駅西側 電気街を経 旧国鉄万世橋駅跡 写真 － 至 途中 現東京地 鉄

旧萬世橋駅 あ ます 写真  

地 鉄旧萬世橋駅跡へ 点検用 蓋 東京地 鉄 マ あ 旧国鉄万世橋駅跡地 建

た ビ ィング 橋脚 橋脚 ラン街  

飯 橋駅 ム 旧飯 町駅方向 柵右線路 飯 町駅跡 繋 飯 橋駅移設 西

側 200m 後 ム 見 く しょう   旧飯 町駅構内  

構成 文／井深 成仁 

  

参考文献 - 参考情報  

飯 町駅 起点 理 ： 中央線誕生  中村建治著／交通新聞社

飯 町駅入場券写真： 中央線 街 駅 120  好好 著／JTB

武鉄道当時 物 電車 写真：JR東日本八王子支社 ム

https://www.jreast.co.jp/hachioji/chuousen/history_chu/photo/07.html

参考情報  中央線他 廃止駅：牛込駅 昌 橋駅 記 当時 路線地図  
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赤い 角屋根 旧国立駅舎を再築中

駅 街 顔 待ち合わせ場

再築現場

内部 玄関 テンドグラ

完成イメ 国立市提供

1926 大正15 箱根土地 現

プ ン テ ＜西武グ プ＞

駅舎を建設し 鉄道省 現ＪＲグ

プ 請願駅 し 寄付したも 旧

国立駅舎 す そ 翌 1927 昭

和2 東京商科大学 現一橋大学

国立 移転したこ っ け

国立 学園都市 ました そ 後

旧駅舎 赤い 角屋根 し 市

民 学生 中央線利用者 長 親し

ま 大学通 や兼松講堂 も 国

立市 ン した し し 中央

線 高架化工事 伴い 旧駅舎

2006 成18 解体さ そ

部材 市内 保管さ ました

市民 商工会 如水会 一橋大

学同窓会 旧駅舎 復元案

い 熱く議論しました こ を受け

国立市 旧駅舎を有形文化財

指定し 国 社会資本整備総合

交付金 く たち未来寄附金 ふ

さ 納税も含 を資金 し 現

在 場 再築す こ まし

た 旧駅舎 再築工事 2018 6

開始さ 2020 2 完了

予定 す 歴史 観光情報を発信し

憩い空間を提供す 多目的施設

し 駅 復活します 今後 駅

周辺整備 も市民 市役 企業

連携 進 こ を期待します

文 撮影 野次郎

＜再築前 国立駅 保坂一 氏提供＞

解体直後解体直前
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構成・文／かとう ともみ
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高

円

寺

・

阿

佐

ケ

谷

・

西

荻

窪

中

央

線

快

速

電

車

が

休

日

通

過

す

る

街

こけし屋 創業昭和24年

中

央

線

の

歴

史

と

共

に

地

域

の

文

化

と

人

々

育

老

舗

。

トリアノン 創業昭和35年

毎 第二日曜 開催

朝市 焼

立 長蛇 列

創業者 大石総一郎 昭和24年 襟姿 学生 頃

珈琲屋 始 そ 後 珈琲 け い 甘い

キ け 腹い い いう声 応え 昭和

26年 キ 昭和28年 料理 始

西荻窪 昔 著名 作家

画家 多 い け

屋 カ 会 いう

文 人達 集い 昭和24年

30年以 亘 開催

目 し 変わ 中央線 らの眺め

無機質 ビル群の合間 見え隠 す

昔 らの温 懐 しい街並

ち

ょ

う

ぼ

ぼ

あ

さ

や

こ

う

え

ん

の

い エ 活躍 高円寺 老舗 ノ 2000年以

降 毎年 キ 参加 様々 賞 受賞 続

け い 伺 大澤彩恵子 受賞者 一人

伝統 時代 求 菓

子作 探求 ノ

エ 題 新 い

店 キ 研究 そう

今 一番人気 ッ

キ 485円

高円寺 い 文 作 う

者 集ま 街 街 愛

勢い あ 地 足 い

素朴感 あ 代目社長

西健太郎 言葉

時計回 チ

キ 380円 380

円 サ 390円 カ

350円 い 先代

あ 根強い人気商品

JR中央線西荻窪駅南口 徒歩1分

営業時間：9:00～22:00 洋菓子

11:00～22:00 火曜休

うさぎや 創業昭和25年

う いえ 焼 う 万頭 名 季節感溢

花 鳥 表 彩 豊 生菓子 和菓子 伝承 芸 四季

移 い 共 変 語 店主 瀬山妙子

戦後 混乱期 薪 餡子 焚い う 始ま

今 べ 箱 使わ 売 い 焼 一

言 買 い 客 ま い

阿佐谷 昔 口 寂れ いた

けれ 中央線 高架 賑や

った 街も変わったけれ

それ も昔 ら 街並み 残っ

い 落ち着く街 瀬山さん

時計回 早春 寒牡

丹 椿 水仙 早春 赤紫部分

梅 味 椿 中 黄身餡

い 260円

鳴 声 聞 え そう 生菓子 鶯 写真右 260円
JR中央線阿 谷駅 口 徒歩2分

営業時間：9:00～19:00 土曜 第3金曜休

JR中央線高円寺駅南口 徒歩1分

営業時間：10:00～21:00 年中無休

10:00～20:30 喫茶室：L.O. 20:00

最新作 い 450円

い 季節限定 早け

3 販売終了 ？

ソ 220円 け 屋

間 人気

キ 思い出 あ

ょ 語 店長 川

貢 人気 キ

創業時 続け

い いう

不動 人気商品 キ

305円 サ 220円 気品漂う

外観

文 構成 Dr.A.K.
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こ
ろ

残堀川 立川駅付近

野川 国分寺駅付近

玉川上水 三鷹駅

水
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生
物
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人
々
暮

支
え

文
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土
壌
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た

水
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道
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界
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こ

っ
い
ろ
い
ろ
物
語
潜
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ほ
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春
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さ
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し
ょ
う
源
流

日
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中
央
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所
構
内
数
カ
所

湧
い
た
水

つ

中
央
線

た
い
住
宅
街

注
込

し

蛇

行
し
た
ち
小
さ
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そ
こ
春
小
川

玉
川
上
水
三
鷹
駅

東
京
西
部
代
表

流

玉
川
上
水

取
水
羽

村

新
宿

延
長
四
十

三
キ
ロ

及

中
央

線

た

三

鷹
駅
真
下

う
し
流

上
駅
設
た

し
ょ

う

今
回
取
材

解

こ

っ
た
謎

普済寺

残堀川

立川駅

普済寺
東京都立川市柴崎町
4-20-46

日立中央研究所
東京都国分寺市
東恋ヶ窪1-280

三鷹駅
東京都三鷹市下連雀3

日立中央研究所

国分寺駅

野川

三鷹駅

玉川上水
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近
代
的

建
築

ノ

ー

街
立
川

昭
和

五
十
年
代

米
軍
基
地

あ
っ
た

北
部

砂
川
地
区

江
戸
時
代

新
田
開
発

頃

農
家

残

立
川
を
描
い
た
作
品

舞
台

立
つ

立
川

い
ろ
い
ろ

顔

見
え

く

錦町 立川駅 西国立駅 間 広 町
錦中央通 古 営業し い 商
店や町工場 並ぶ 板谷 自伝的小
説 ワ ボ 舞台 80年代 立川
ンカ三昧 熱い青春 過 す主人公

錦小出身 錦組 ン ー 錦町 中央
線沿い し い町 悪態
町へ 愛 隠し切 い主人公

ンカし ー し し 場所

左/駅前 ニュ ント
右/ビ 間 ノ ー

左/けや 並木
右/五日市街道を望

交差点風景

(文・写真 へいあらん)

A

C

B

D

TACHIKWA  MAP

立川駅北口 出 ノ ー 遊歩道
立体的 交差す 近未来都市 う 眺
広 作品 又吉直樹 東京

舞台 し エ イ集 東京百景 一
篇 東京 真 中 住 い いう
友人 訪 初 上京し 又吉 見

変哲 い駅前 光景 現在
姿 前 立川駅前 初 東京
胸 躍 せ 若者 少々寂しい景色

し い
場所 立川駅北口 MAP
作品 一九九九年、立川駅北口の風景 東京百景/又吉直樹

五日市街道沿い 砂川新田 開発
江戸時代 農家 ヤキ並木 印象的
場所 作品 一九九九年、立川

駅北口の風景 続篇 友人 イ 先
ア ー へ二人 帰 場面 描

い そ し 不安 茫
洋 野原 広 い 本当
東京 中心 う 昔 懐
しい風景 あ 歩い い 又
吉 見 風景 見え 気 す
場所 砂川三番 MAP
作品 五日市街道 朝焼け 東京百景/又吉直樹

立川駅南口 延びる ノ ー 奥多
摩街道 交差す あ 立川
警察署 あ 昭和30年代 発表
松本清張 代表作 焦点 事
件 キー 場所 立川 主人公 禎子
夫 探し 立川警察署へ歩 場面
す 頭 上 、び す う 音 弾

かせ 大きな軍用機 上昇し 米軍
基地 あ 当時 光景 描 い
場所 奥多摩街道 ノ ー 通 交差点 MAP C
作品 ゼ 焦点 /松本清張

場所 錦町大通 MAP D

作品 ワ ボ /ゲ 板谷

左/錦中央通 象徴的 看
板 右/錦中央 町並
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1

¦ MALIBU FARM BENTO ¦
 国分寺駅 

DATA JR 中央線国 寺駅北口 徒歩約 12

11時～20時 日 月 祝休 国 寺市本多 4-2-18 

弁

当

屋

さ

ん
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内

装
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弁
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で
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店
名
入
っ
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サ
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イ
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サ
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ィ
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趣
味

い
う
店
主

高
杉
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形
い
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波
来

大
好

店
名
つ
け
く

話
す

 

火
曜

土
曜

実
家

あ

国
分
寺

店
開
け
週
末
千
葉
自
宅
帰

二
拠
点
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送
っ
い

 

メ

ュ
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ワ
イ
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シ
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ン
や
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黒
酢
照
焼

タ
ー
チ
ン

ー

普
通

弁
当

屋

一
味
違
う
イ
ン

 

1. ワイアン ッ ュ ン 1000 く 風味

エビ 香 し マッチし 飯 く合う イ トイン

場合 ワン ト 提供 2. わいい見 目 女性 人気

SPAM すび 1 個 200 下 玉子焼

細 くあ 隠 い 食感 楽しい一品

1 1
2 1 

1
3 

4 

ン 2018年 5月 DIY 装 イチ 作

込 開店す ま 2年近く っ いう

3. 娘 海岸 集 貝殻 作っ 親子そ っ

生粋 海好 4. ュ 肉 野菜 食べ

い！ コン ト 5. 店主 高杉 やト

ト ッ ッ 販売し い

人
気

ン

ー
ワ
ン

特
製
タ

タ

チ
ン
南
蛮
年
配

客

サ

選
ぶ
人
多
い
教
え
く

も
も

菓
子
職
人
っ
経
験
生
し

自

家
製

ー
シ
ョ
コ

や
ほ
う

草

ウ
ン
ケ
ー
も
並
ぶ

 

ー

ク
シ
ュ
ン

ワ
イ

あ
っ

あ

店

作

方

教
わ
っ

も

僕
殻

食

ゃ
う

い

う
高
杉

現
在

ー
対
応
も

う
準
備
中
イ

弁
当

ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
み

 

1
5 

取

材

・

文

＝

ほ

そ

ぶ

さ

こ
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沿線 開発 進 駅 改装 線路 高架 中央線 車窓 景色 少し 変わ い

僕 今日 中央線 揺ら ら 窓 外 目 や 流 景色 眺 い 知ら 知ら 頭

中 遠い記憶 え 周 居合わ 乗客 姿 時 共 入 替わ し

車窓 流 景色 昔 名残 消し去 い

構成・文

フォト・イラスト 加澄ひろし

車内 過 時間 単調 窓 外 過 景色 目 し 変化し い

時 スマホ ら顔 上 流 風景 目 向 い し う？

い 日 心 映 景色 記憶 懐 し 想う日 し

電車 四ツ谷駅 出 市ケ谷 飯田橋

け 左側 車窓 外堀 水 景色 広

冬 くさ 渡 鳥 や こ 狭

水面 埋 尽く い 数多く 種類 鳥 泳

い い け い 僕 鮮や 目立 オ ド

姿 追い求 い 春 来 周 土手 桜 咲く

頃 オ ド 渡 行 う 幼い僕

我知 い い季節 水面 オ

ド 姿 探 求 い

訪 渡 鳥 数 種類

減 しまいました うオシ 姿を

見 こ さそう

雄 ガモ 市ケ谷駅付近

幼い日 僕 両親 共 中央線 乗 窓際 座 外 眺 い 右 ら左へ

左 ら右へ 通 過 景色 一心不乱 見 い そ 後 学校や会社

通う日々 僕 数十年間 中央線 乗 続 通勤電車 揺ら 時 何

悩 ら 時 思い ふ ら 僕 窓 外 景色 見 い

今 思い 記憶 残 昔懐 しい車窓 風景

天気 良い日 日 当 南側 景色

眺 楽 電車 右側 遠

く見渡 山並 向こう 富士山 見え

季節 姿 変え 富士山 雄大 景色

追い求 気持 変わ

い 南側 窓 向 立 時 い

視線 富士山 方 向く 沿線 高い建物 埋

尽く う 富士山 次第

見え くく そ 僕 い

建物 間 垣間見え 富士山 目線 先

追 い

晴 た日 丹沢 山々 向こう 雄大 富士山 見えま

葉書 よう 景色 景 イン 少し 減 いま

武蔵境～東小金井間

電車 東小金井駅 出発 左側 車窓

変電所 見え 子 頃 僕 目 前 林立

鉄塔 中 走 抜け う 感 い 数限 く立

並ぶ鉄塔 中 機械 森 迷い込 う 不思議

感覚 覚え い 高架化さ 線路 変電所 間

距離 離 こ 景色 印象 変わ け

僕 脳裏 刷 込 鉄塔 森 残像

今 消え こ い

周囲 景色 変わ 構内 設備 変わ ました 鉄塔

合 立ち並ぶ様子 昔 姿を留 いま

武蔵境交流変電所

電車 新宿 近 く 進行方向 車窓 副都心

高層ビ 近 い く 最初 京王プ ホテ

そ 住友 角ビ そ 後 数本 高層ビ そび

え 建 遠く 見え 高層ビ 群 印象 空 伸び

未来都市 う 時 流 遠望 西

新宿 様相 大 く変わ 高層ビ 珍 い存在

く 今 景色 懐 う 僕

視線 新宿副都心 ビ 群 追い け い
ひ ひ 形を見 ビ 名前を思い浮 べ いた

最近 新宿以外 高層ビ 見え よう ました

東中 ～大久保間

新宿副都心 高層ビ

富士山遠望

外堀 遊ぶ水鳥

鉄塔 森
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写真1～3 / 武蔵国分寺跡資料館

写真4～6 / 加澄ひろし

構成・文 ・写真7 / 加澄そら

東京都立多摩図書館 位置 駅 南東方面旧国鉄 教育機関 あ 中央鉄道学園 あ まし 図書館 隣接 東京都立武蔵国分寺公園 一角 む車輪 記念碑 蒸気機関車 車輪 モチーフ 国分寺市設置 も 国分寺市 鉄道 関係深い町 あ 記 いま

写真１～3 西国分寺駅構内 2018年9月 ニューア 商業施設内 展示時期 入 替え有 い 一部 中央線 好 書 ワークショップ 為 国分寺市 借用 い い も 駅構内 店舗 写真展示い JR中央 インモー 遠藤洋平 西国分寺駅 通勤・通学 利用多い 商業施設 ニューア 際 何 西国分寺 し 出 い 駅周辺 も伝え 地元 歴史的 探し い 国分寺市ふ 文化財課 存在 知 協力い まし 話 いまし ま 同店舗実際 使わ い 鉄道 ー 別 も 姿 変え 利用 いま 駅構内 あ 店 鉄道 要素 取 入 まし 遠藤 乗客 目的地へ繋 ー そ 役目 終え も 人々 過去 未来へ 繋い いま

東京都立多摩図書館最寄り駅の西国分寺駅は1973年4月1日に武蔵野線開通と同時に開設されました。今から45年以上前に遡りますが、中央線東京～高尾間で最も新しい駅です。

｜18｜



13

2

｜19｜



貴
族
と
武
士
が
歩
い
た
三
つ
の
道

西

国

寺

駅

周

辺

歴
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名

所

た
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さ

あ

ま

す

こ

こ
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良

時

代

い

飛

鳥

時

代

造

た

東

山

道

武

蔵

路

鎌

倉

時

代

現

在

ま

伝

わ

鎌

倉

街

道

紹

介

し

ま

す

文

・

撮

影

＝

武

藤

功

JR西国 寺駅南  

西国 寺駅 改札 一

左へ行く 南 東山道

へ行く 都立多摩図書

館 目指す わ やす

い

東山道武蔵路

西暦675年頃 造 た

都 全国各地へ伸び

五畿七道 うち 一官道

武蔵路 上野国 武蔵

国 国府ま 往還

写真 側溝 ｍ

う片方 側溝 あ

左 見え 都立多摩

図書館

伝・鎌倉街道

武士 時代

戦後ま 使

わ た神奈川

県鎌倉 長

野県善明寺ま

鎌倉街道上

ノ道 俗 言

う 通し状

道幅 狭い

写真 中

央線 北側

金堂講堂間通路

奈良時代 741年 聖武天

皇 勅 全国60数カ国 造

た国 寺 武蔵国 寺

全国最大規模 誇 た

近年 七堂伽藍 うち金堂

講堂 間 通路 発見さ

た

多摩図書館へ

案内 たくさ ！

黄

色

い

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

側

溝

反対側

国 尼寺跡 あ

↓中央線

敷

詰

た

瓦
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中央線 当地発車 ♪ 

たき火  散歩 
豊田駅 当地発車 巽聖歌 せい 作詩 童謡 火 2010年 使用 い  
巽聖歌 晩年 25年 豊田駅近 日野市旭 丘 暮 火 発表 1941年(昭和16年)  
そ 頃 巽聖歌 中野区上高田 住 い 垣根  垣根  曲 角～♪ 童謡 火 風景 中野区
あ JR中央線中野駅 起点 火 散歩 約4時間 15,000歩ほ 散歩  構成 文＝山室智子

JR中野駅 

サン
北口

中野 
ブ  

START！ 

上高田本通 東  
たき火 のうた発祥の地
立札 あ 垣根 残

 

薬
師
あ
い

ー

 

早稲田通  

新江古田駅 

 中野駅北口 AM10時 タ ケ 街 サンモール
歩 開店準備中 店舗 多い サン 抜 中野
ブロード イ ビ 入 １階 南北 通 抜
北口付近 左側 美味 そう 豆腐屋 発見  

早稲田通 出 信号 渡 右 少 進
薬師参道 の道標 あ 薬師あいロード 入口  

GOAL！ 

新青梅街道 

 

西武新宿線 

都営大江戸線 

北野神社 力石  
中野区新井4-14-3 

新井薬師 梅照院  
中野区新井5-3-5 

薬師あい 石畳  
終わ 十字路 右折  
次 十字路 過 左側  
新井薬師(梅照院)  
眼病平癒のお守り 求  

 
力石 何 う？ 北野神社  
足 延 力石 昔  
若者 力 使 石 そう  

 

新井薬師前駅 

江古田2丁目バ 停 下車  

バ 山﨑記念中野区立歴史民俗資料館  
館蔵品展 挑戦 答え 展
示 説明 読 常設展 縄文時代
現代 中野区 変遷 展示 私 中野 象
興味 持  

山﨑記念 
中野区立歴史民俗資料館 
 中野区江古田4-3-4 

   友達 教わ ケ 屋 
L’AUTOMNE  
ケ 2個 紅茶 タ
注文 素敵 コ

私 ベ
×2 チョ

  L’AUTOMNE 中野店 
  中野区江原町2-30-1 
大江戸線 新江古田駅 A1出口 出 左手  

 http://www.lautomne.jp 

享保13年 長崎
渡来 象 天皇
上覧 際 官位
与え いう逸
話(後世 作 話
い) あ  
象 東海道 下
将軍吉宗 上覧後

中野村 預
そう  

たき火 のうた発祥の地 

 

和栗 ンブ ン
家族 大好評

 

photo @milleh.kojima 

写真提供:中野区立歴史民俗資料館 

新井薬師  
眼病平癒 守  

薬師参道 道標 

上高田小バ 停  
中41 バ 乗車  

ンヌ

×2 ン カシ チョコ 絶品 タ 箱 入 ケ 高 名前 由来  

JR中央線 
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中央線 追い ！ 

中央線 脇目 ふ 中立路線 っし  
 文 写真：グランピ  

地図上 中央線 矢 う 一直線 走 実際 走 姿 見上 見下 道路面  

会え い 中央線 高架 っ 堀割 っ し い う？  

一方 道路上 中央線 見 線路 複雑 動 し 時 姿 し 意外 現
 中央線 ？ さあ 中野駅 立川駅 中央線 追い う   

立川 中野

囲桃園跨線橋  

スペクタク  

中野駅出発直後
路面 走  

中野駅直後 路面走行 束 間 環七道路手前 わ  
スロープ 助走 付 高架 上 阿佐ケ谷駅 

次 荻窪駅 間 高架 支柱 無  
そ ス チ状 地形 現  
中央線 高架／堀割 走 道路 直接交差  
交通渋滞 回避 地形 原因 あ  

中央線 直接交差 避 幹線道路 真下 潜  
や 道路本線 外 脇道 直進 真横
電車 走行 見  

環八 突 抜 直後再び
高架 替わ スポット ス
チ状 地形  

環八本線 頭上  
一般道路 並 走  

青梅街道天沼陸橋 下
顔 出  

荻窪駅手前 青梅
街道 下 潜 抜  

右手 東経大キャン ス 

三鷹駅 電車 地上 降
来 電車庫

素通 再びわ
助走 付 長

い高架線区域 入 次
路面 顔 出 国

分寺駅手前 東京経済大
学脇 道  三鷹跨線橋上  ⑦吉祥寺-三鷹駅 途中

高架 消滅 
              

国分寺陸橋  日立中央研究所沿い  国分寺駅西側 花沢 
眺           下 坂        橋 

                           立川駅手前 立川立体  立川駅手前 再び路面へ 

野 

川 

国立駅手前 眼下
走行し い 電車

落差 縮
路面 高架

付近 地
形 左写真 う
ス チ状 っ
い  

国立駅へ 近道  
階段 あ 風景(左) 

武蔵小金井駅 高架路線 追い や っ
国分寺駅手前 し 一般道 逸 国分寺駅
過 道路 見下 堀割 中 走 区
間 多 周辺一帯 凸凹地形 様子 わ 高架
線路 堀割内 線路 高低差 見 目 あ

電車 意外 短い距離 落差 吸収し 上っ
下 し い 中野駅―立川駅 山あ 谷あ
地形 器用 し 貫 一直線 っ  

中央線敷設 魅力 地図上 一筋縄 語 い  
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東京マ ンバンク レッ  鉄道セク ョン連続ワーク ョッ  

中央線 好 だ。を書く  

マ ン で るまで

ワーク ョッ  

第 1 回 中央線 好 だ。マ ン の裏側 

平成 31 年 1 月 12 日 土 午後 2 時~午後 4 時 

ワーク ョップ全体の説明
ループワーク 記事にし いテーマの発表

③講義 中央線 好 。マガジン の裏側 講師：坂原茉莉子氏
個別作業 ラフの制作

第 2 回 中央線 好 だ！ 伝わる記事の書 方 取材の仕方 

平成 31 年 1 月 26 日 土 午後 2 時~午後 4 時 

講義 取材の んどり・方法 講師：松井一恵氏
講義 撮影の方法 講師：坂原茉莉子氏
講義 原稿の書 方 講師：佐藤さゆり氏

ループワーク ラフの発表
講義 記事の組み方・校正の方法 講師：坂原茉莉子氏

第 3 回 記事 完成！発表会 

平成 31 年 2 月 9 日 土 午後 2 時~午後 4 時 

個別作業 記事の仕上げ
作成し 記事の発表
ワーク ョップの総括
感想発表・記念撮影

マ ン編集作業  

平成 31 年 2 月 10 日～平成 31 年 3 月 12 日 編集・校正作業 

平成 31 年 3 月 20 日 都立図書館 ーム ージに ブマガジン掲載 

｜23｜



※本 ブマガジンの情報 平成 31 年 2 月現在のものです。

東京マガジンバンク レッジ 第 5 号 

平成 31 年 3 月発行 

編集 東京マガジンバンク レッジ事務局 

発行 東京都立多摩図書館 

〒185-8520 

東京都国分寺市泉町二丁目 2 番 26 号 

電話 042-359-4020 

ーム ージ https://www.library.metro.tokyo.jp/ 
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